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3月定例会
新年度
予算

3月定例会
新年度
予算

第2次総合計画初年度、重点戦略施策推進

一般会計
316億円
一般会計
316億円過去最高額３

月
定
例
会
委
員
長
報
告

　

財
政
課
の
所
管
で
は
、

合
併
特
例
債
の
残
額
、
市

債
残
高
の
見
込
み
等
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、
「
合

併
特
例
債
は
、
市
庁
舎
建

設
に
投
入
し
た
残
額
が
３

億
３
千
万
円
程
度
。
基
本

的
に
、
こ
れ
ま
で
活
用
し

て
き
た
富
島
幹
線
用
水

路
、
保
育
所
整
備
、
市
道

整
備
費
の
補
助
の
他
、
新

庁
舎
の
外
構
工
事
に
充
当

で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。
起
債
額
は
、
市
庁
舎

分
を
除
く
と
11
億
７
千
万

円
程
度
に
抑
制
し
て
い

る
。
し
か
し
、
必
要
な
事

業
は
計
上
し
て
い
る
。
た

だ
、
財
源
の
関
係
で
、
先

送
り
し
て
い
る
事
業
、
年

度
に
よ
っ
て
増
減
が
あ
る

事
業
も
あ
る
が
、
平
均
す

れ
ば
、
ほ
ぼ
例
年
通
り
の

予
算
額
に
な
る
よ
う
に
考

え
て
い
る
」
と
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課

所
管
の
自
治
公
民
館
活
動

支
援
事
業
の
中
で
、
区
長

と
行
政
窓
口
の
つ
な
ぎ
役

と
し
て
、
大
字
10
区
に
各

５
名
ず
つ
担
当
職
員
を
配

置
す
る
と
い
う
新
た
な
制

度
、
仮
称
「
地
域
担
当
職

員
制
度
」
の
導
入
に
つ
い

て
、
委
員
会
で
は
こ
れ
に

否
定
的
あ
る
い
は
有
効
性

に
疑
問
を
呈
す
る
質
疑
、

意
見
が
相
次
い
だ
の
で

「
初
年
度
、
ま
ず
公
募
に

応
じ
た
職
員
で
試
行
し
、

そ
の
実
際
の
効
果
、
問
題

点
等
の
検
証
を
踏
ま
え
、

そ
の
上
で
正
式
な
導
入
の

可
否
を
決
定
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
」
と
の
意
見
を

付
言
し
、
対
応
を
求
め
ま

し
た
。

　

財
政
課
所
管
の
公
共
施

設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
新
た
に
推

進
室
を
設
置
し
て
組
織
拡

充
を
図
る
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
が
、
こ
と
の
重
要
性

に
鑑
み
、
将
来
に
禍
根
を

残
す
こ
と
の
な
い
よ
う
全

庁
的
な
取
り
組
み
を
求
め

ま
し
た
。

合
併
特
例
債
残
額

　
　
　

約
３
億
３
千
万
円

総務政策委員会

　
２
月
24
日
に
開
会
し
た
３
月
定
例
会
に

は
、
人
事
案
件
１
件
、
条
例
９
件
、
補
正

予
算
５
件
、
平
成
29
年
度
当
初
予
算
15
件
、

事
件
決
議
４
件
の
計
34
件
の
議
案
が
提
案

さ
れ
た
。
う
ち
人
事
案
件
は
、
初
日
に
全

員
一
致
で
同
意
。
残
り
33
件
の
う
ち
補
正

予
算
５
件
と
事
件
決
議
１
件
の
６
件
は
、

全
員
一
致
あ
る
い
は
賛
成
多
数
で
可
決
。

他
条
例
９
件
、
事
件
決
議
２
件
、
当
初
予

算
15
件
の
計
26
件
は
、
議
案
質
疑
の
後
、

各
常
任
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
、
17
日

の
最
終
日
に
５
件
を
賛
成
多
数
で
、
21
件

を
全
員
一
致
で
可
決
し
た
。
最
終
日
に
は
、

「
日
向
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
変

更
に
つ
い
て
」
が
追
加
提
案
さ
れ
、
全
員

一
致
で
可
決
。
ま
た
、
議
案
第
９
号
の

「
日
向
市
総
合
体
育
館
建
設
基
金
条
例
」

に
係
る
基
金
積
立
１
億
円
を
当
初
予
算
か

ら
減
額
す
る
修
正
案
が
動
議
提
案
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ
た
。

一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
対
前
年
度
比

８
・
３
％
増
の
３
１
６
億
円
で
、
過
去
最
高

額
。
な
か
で
、
新
庁
舎
建
設
費
が
35
億
円

で
最
大
規
模
の
予
算
額
と
な
っ
た
。

仮
称
「
地
域
担
当
職
員
制
度
」
は
ま
ず
モ
デ
ル
的
に

「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」
の

　
　
　
　
　
　
　
　

着
実
な
推
進
を

総
合
体
育
館
建
設
基
金
条
例
に
質
疑
集
中

「
還
暦
式
」
中
止

浸
水
対
策
に
排
水
用
ポ
ン
プ
２
機

返
礼
品
に
「
体
験
コ
ー
ス
」
も

新
庁
舎
建
設
費

29
年
度
予
算
35
億
円

子
育
て
世
代
の
情
報
を
一
元
化空

家
対
策
に
関
す
る
条
例
制
定

文教福祉環境委員会

　

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト
事

業
に
つ
い
て
、
一
番
の
メ

リ
ッ
ト
は
何
か
と
い
う
質

疑
に
対
し
、
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

設
置
す
る
。
同
セ
ン
タ
ー

に
は
母
子
手
帳
の
申
請
・

出
生
届
な
ど
子
育
て
世
代

の
情
報
が
一
元
的
に
集
ま

っ
て
く
る
の
で
、
関
係
各

課
間
の
連
携
が
ス
ム
ー
ズ

に
で
き
る
と
考
え
て
い

る
」
と
の
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

　

議
案
第
９
号
日
向
市
総

合
体
育
館
建
設
基
金
条
例

に
つ
い
て
、
各
委
員
の
質

疑
に
対
し
、
①
日
向
市
体

育
セ
ン
タ
ー
は
昭
和
45
年

の
建
設
で
、
市
内
の
ス
ポ

ー
ツ
施
設
で
最
も
古
い
、

②
第
２
次
日
向
市
総
合
計

画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
整
備
促
進
を
掲
げ
て
い

る
、
③
避
難
所
と
し
て
の

機
能
を
兼
ね
た
施
設
の
建

設
が
急
が
れ
る
、
④
昭
和

60
年
代
か
ら
何
度
も
請
願

等
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
あ
げ
、
「
建
設
に
は
多

額
の
費
用
が
か
か
る
た
め

基
金
を
設
置
し
、
早
め
に

積
み
立
て
て
い
く
」
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
審

査
を
踏
ま
え
、
次
の
こ
と

を
付
言
し
、
適
切
な
対
応

を
求
め
ま
し
た
。

　

「
市
長
の
思
い
の
強
い

体
育
館
建
設
で
あ
る
が
、

基
本
構
想
策
定
後
の
条
例

提
案
が
本
来
あ
る
べ
き
姿

で
あ
る
。
規
模
、
建
設
場

所
等
不
明
な
中
で
の
条
例

提
案
な
の
で
、
進
捗
が
あ

り
次
第
、
議
会
へ
積
極
的

に
情
報
提
供
を
行
う
と
と

も
に
、
十
分
に
議
論
で
き

る
環
境
を
担
保
さ
れ
た
い
」

　

還
暦
式
に
つ
い
て
、
予

算
の
計
上
が
な
い
こ
と
へ

の
質
疑
が
あ
り
、
「
参
加

率
が
な
か
な
か
伸
び
ず
、

中
止
も
や
む
な
し
と
考
え

て
い
る
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

産業建設水道委員会

　

建
設
課
所
管
の
空
家
対

策
の
推
進
に
関
す
る
条
例

に
つ
い
て
、
所
有
者
等
の

同
意
が
得
ら
れ
な
い
こ
と

も
想
定
で
き
、
そ
の
場
合

の
緊
急
安
全
措
置
に
つ
い

て
、
「
あ
く
ま
で
空
き
家

等
の
老
朽
化
に
よ
っ
て
第

三
者
に
危
険
を
及
ぼ
す
恐

れ
が
あ
る
と
見
込
ま
れ
た

場
合
に
、
緊
急
的
に
危
険

を
回
避
す
る
た
め
の
必
要

最
低
限
の
措
置
で
あ
り
、

近
隣
住
民
に
危
険
を
知
ら

せ
る
看
板
、
バ
リ
ケ
ー
ド

や
ロ
ー
プ
、
落
下
防
止
ネ

ッ
ト
設
置
な
ど
の
軽
易
な

応
急
的
処
置
を
想
定
し
て

お
り
、
建
物
を
取
り
壊
す

想
定
は
し
て
い
な
い
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

下
水
道
課
所
管
の
浸
水

被
害
軽
減
対
策
事
業
に
つ

い
て
、
排
水
用
エ
ン
ジ
ン

ポ
ン
プ
２
機
で
十
分
な
対

応
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
保
管
場
所
に
つ
い
て

は
、
「
ポ
ン
プ
の
大
き
さ

は
消
防
用
小
型
ポ
ン
プ
の

２
倍
程
度
で
あ
る
。
保
管

場
所
は
、
利
用
が
一
番
見

込
ま
れ
る
中
原
周
辺
を
予

定
し
て
い
る
が
決
定
し
て

い
な
い
」
と
の
答
弁
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
所
管

で
は
、
ふ
る
さ
と
日
向
市

応
援
寄
附
金
事
業
に
つ
い

て
、
「
今
後
は
、
日
向
を

訪
ね
て
も
ら
え
る
よ
う
、

期
間
限
定
の
食
事
付
き
サ

ー
フ
ィ
ン
体
験
コ
ー
ス
、

合
宿
焼
酎
作
り
コ
ー
ス
な

ど
も
準
備
し
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

３
月
定
例
会
委
員
長
報
告

ふるさと納税のパンフレット

　昭和45年建設の日向市体育センター

策定された指針と総合管理計画書
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議員名

議案名

上記の議案以外は、全員一致で可決。○は賛成、●は反対。議員名は左から議席順。畝原幸裕議員は、議長職のため、通常は
表決権はありません。討論内容は、左のページをご参照ください。

議案第１号
第２次日向市総合計画の策定につ
いて
議案第２号
日向市行財政改革大綱の策定につ
いて

議案第９号
日向市総合体育館建設基金条例

議案第22号
平成29年度日向市一般会計予算

修正動議
議案第22号　平成29年度日向市
一般会計予算に対する修正動議

議案第20号
平成28年度日向市国民健康保険事
業特別会計補正予算（第3号）

議案第30号
平成29年度日向市国民健康保険事
業特別会計予算
議案第31号
平成29年度日向市介護保険事業特
別会計（保険事業勘定）予算
議案第33号
平成29年度日向市後期高齢者医療
事業特別会計予算

西

村

豪

武

柏

田

公

和

溝

口

　

孝

木

田

吉

信

岩

切

　

裕

甲

斐

敏

彦

荻

原

紘

一

黒

木

万

治

海

野

誓

生

富

井

寿

一

三
樹
喜
久
代

日

髙

和

広

近

藤

勝

久

黒

木

金

喜

黒

木

高

広

谷

口

美

春

治

田

修

司

友

石

　

司

若

杉

盛

二

森

腰

英

信

松

葉

進

一

畝

原

幸

裕

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ● ● ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ● ● ○ ● ● ● ● ●

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

結
　
果

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○可
決

可
決

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○可
決

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○否
決

□
人
権
擁
護
委
員

　
　

金
丸　

秀
裕
さ
ん
（
再
任
・
３
期
目
）

　

人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
本
年
６
月
30
日
を
も
っ
て
任
期

満
了
と
な
る
金
丸
秀
裕
さ
ん
（
美
々
津
町
）
を
、
引
き
続
き

推
薦
す
る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件
１
件

　
　
　
　

全
員
一
致
で
同
意

賛
否
が
分
か
れ
た
議
案
と
結
果

　※討論は、採決の前に許されている賛否の意見表明です。意見を戦わせ
る討議ではありません。討論者が要旨を100字以内でまとめたものです。

1月臨時会
議案第１号
議案第２号

3月定例会 議案第20号　 議案第22号に対する修正案

議案第９号

反対　　　　　　市民の実態と要求などが示さ
　　　　　れていることは評価。しかし、
深刻な結果を作りだした原因に異常な大企
業中心の政策があることを的確に指摘して
いない。また、市政の中心に据えるべき憲
法の記述がないのは問題だ。　
　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

反対　　　　　　問題は高すぎる国保税にある。国保制度の真の目的か
　　　　　らみても、納めたくても納められない市民に対して、短
期保険証や資格証明書が発行されている事態を緊急に解決しなけれ
ばならないという立場から同意できない。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

反対　　　　　　公約だからといって、政策決定の際に欠かせない総合
　　　　　的、多面的、かつ基礎的な検討をないがしろにしたまま
慌ただしく焦るように体育館に名称を絞った基金を設けるようで
は、時代の要請に応えうる施策展開は期待できない。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩切裕議員】

反対　　　　　　本条例が体育館に特化していることに違和感がある。
　　　　　スポーツ施設整備基本構想と2,000名を対象にしたアン
ケート結果を踏まえ、方向性を決めてからでも遅くはない。財政が
厳しい状況のため、慎重に進めるべきだ。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【富井寿一議員】

　　　　　　基本構想策定後の基金創設が本来の姿と考える。しか
　　　　　し、市民ニーズと市長の高度な政治判断を確信し、一刻
も早い体育館建設に向け、進捗があり次第議会への情報提供とコミ
ットできる環境を担保することを条件に賛成とする。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【森腰英信議員】

反対　　　　　　当施設は、昭和45年建設、ミニバレー等多方面に利
　　　　　用。市民の健康づくりに寄与。しかし老朽化著しく、市
民ニーズに合っていない。また温暖な当地への利活用、防災等の観
点から委員会付言のように財政面を考慮し反対する。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【甲斐敏彦議員】

議案第22号

反対　　　　　　市民の要求が反映されている面は評価。ただ、税制の
　　　　　あり方については、富める層、大企業のための政治から
大多数のための政治に切り替えを行うことと相まって市民の高い税
負担を軽くする対応が求められている。　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

請願・陳情と審議結果
【継続】陳情第４号　新財市区災害対策に関する陳情書
　 　　　 □陳情者：日向市大字塩見1851-３　新財市区長　松本和育さん
　 　　　 □趣　旨：鯉場川の抜本的な災害対策を図ること。城山北側の山林を伐採している事業者に作
　　　　　　　　　　業を中止するよう指導すること。

【継続】陳情第５号　向洋台区の法面崩壊の危険性に関する陳情書
　 　　　 □陳情者：日向市大字平岩6449番地234　向洋台区長　日高辰彦さん
　 　　　 □趣　旨：区内の法面管理を市にお願いしたい。区で管理する場合、市から補助を出せないか。
　　　　　　　　　　法面の排水用の溝に蓋をつけられないか。公民館前の溝の隙間を塞いでほしい。法
　　　　　　　　　　面下の道路の段差をなくしてほしい。区内から区外へ通り抜けできる道を通してほ
　　　　　　　　　　しい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
【新規】請願第13号　大規模太陽光発電施設設置に日向市の適切な関与を求める請願書
　 　　　 □請願者：日向市東郷町山陰己1165-1　東郷町の自然環境を守る会　代表　草留幸典さん
　 　　　 □趣　旨：大規模太陽光発電施設に係る一連の開発行為について、日向市として基本計画、条
　　　　　　　　　　例、要綱、ガイドライン等のルールを制定し、自然環境、生活環境の保全と再生エ
　　　　　　　　　　ネルギーの活用の調和を図り、「自然と共生した快適な環境のまち　ひゅうが」を
　　　　　　　　　　実現してほしい。

【新規】請願第14号　市道433号線（日知屋第１号幹線）の延長及び市道922号線（四区産業   
　　　　　　　　　　 道路）との接続に関する請願書
　 　　　 □請願者：日向市大字日知屋17305番地　倉本鐵工株式会社　代表取締役　倉本英和さん
　 　　　 □趣　旨：市道433号線（日知屋第１号幹線）を延長して市道922号線（四区産業道路）と接
　　　　　　　　　　続してほしい。または、市道738号線（堀川１号線）を拡幅延長して市道922号線
　　　　　　　　　（四区産業道路）と接続してほしい。

市民提案として審議しました

結果　継続審査　（全員一致）

結果　継続審査　（全員一致）

結果　趣旨採択　（賛成多数）

結果　不採択　　（全員一致）

討論討論討論

議案第30号

反対　　　　　　国民健康保険には高齢者や低所得者が多く加入してい
　　　　　る。高すぎる国保税は市民が必要な医療を受ける大きな
障害となっている。国庫負担を大幅に増やし、国保税を引き下げる
ことがより求められている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

議案第31号

反対　　　　　　収入の少ない人は介護保険料が高く納入できない。そ
　　　　　の引き下げが切実に求められている。また、介護制度の
改悪という点で、総合事業で要支援者の訪問介護の通所介護を保険
給付から外すといった点は同意できない。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

議案第36号　平成29年度日向市病院事業会計予算

議案第33号

反対　　　　　　後期高齢者医療では、４月から低所得者に対する保険
　　　　　料の軽減措置を縮小。所得に応じて支払う所得割は、５
割軽減から２割軽減に縮小する。日向市においても400人の高齢者
に負担増をもたらすもので同意できない。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【日本共産党市議団】

　　　　　　基準外繰り入れか否かについて、いつの間にか、副大
　　　　　臣通知が基準になっていて、これを根拠にすれば際限が
ない。市独自の基準が必要。できるだけ早期に、市民にきちんと説
明ができる状況を作るよう願って賛成する。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩切裕議員】

賛成　　　　　　縦割りで策定され、総花的、
　　　　　政策の基本的な枠組みが見えな
いなど厳しい指摘を行ったが、各所管課の
問題意識はしっかり組み込まれており、市
の職員しかできない計画策定。自信を持っ
て進めるようエールを送る。
　　　　　　　　　　　　【岩切裕議員】

賛成

議案第13号　日向市空家等対策の推進に関する条例
　　　　　　緊急安全措置については、委員長報告によれば除却ま
　　　　　では考えていないとのこと。しかし、運用の際にはさま
ざまな問題が出てくる。除却もあり得る。他自治体の取り組み例な
ど参考に、遺漏のないよう取り組むことを願って賛成する。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩切裕議員】

賛成

　　　　　　具体的な内容がまったく不明な体育館建設ではなく、
　　　　　本来は、公共施設積み立て基金へ積み立てるのが妥当。
そのため予算の組み替えが望ましいが、組み替えは、長の予算権に
対する侵害の恐れがあり、減額修正を提案する。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【岩切裕議員】

賛成

賛成

　　　　　　方向性も示さず議会へ上程した点は指摘する。二巡目
　　　　　国体の公式体育館整備の必要性、二次避難所としての役
目の可能性もある。建設を判断する時点での市の財政状況、より多
くの市民の賛同が得られることが前提である。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【三樹喜久代議員】

賛成

反対　　　　　　建設構想の規模や場所の特定、財源捻出の課題も白紙
　　　　　であり、財源難の折、１億円の基金積み立ては総合体育
館建設に特化せず「公共施設整備等資金積立基金」に一元化、計画
行政を優先し、基本構想策定後に慎重に対応すべき。　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【西村豪武議員】

反対　　　　　　今後、公共施設の老朽化対策などで年間45億が必要
　　　　　と言われている中で、明確な建設内容や計画など、何も
決まっていない体育館建設に１億円の基金の積み立ては、市政の優
先順序から言って、市民の理解は得られない。　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【木田吉信議員】

賛成　　　　　　現状調査・現状把握、文言等に若干の
　　　　　不備が見られるが、「基本構想」「基本
計画」の中で、課題や問題点が良く整理されており、
高く評価したい。今後は、具体的に優先順位を定め
て実行計画を立て、市民の期待に応えてほしい。　
　　　　　　　　　　　　　　　【木田吉信議員】

賛成　　　　　　総合計画は着実に進めていく。各課で
　　　　　数値を示し、部局経営方針と連動して推
進する。財政規律を堅持し、財政改革プランの今後4
年間で16億7,900万円の収支不足が見込まれるなど、
歯止めがかけられていることなど評価し賛成する。
　　　　　　　　　　　　　　　　【溝口孝議員】

賛成　　　　　　例えば庁内人財(材)活用、ふるさと発
　　　　　見プロジェクトにおける地域資源の再発
見など総合計画の重点戦略の早期構築に、また社会
経済情勢の変化に即応した民間発想による行財政改
革推進と政治決断にも期待する。　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　【西村豪武議員】

提
出
者

１
月
臨
時
会

３
月
定
例
会

市
　
　
長

議
員

請
願
・
陳
情
と
審
議
結
果

人
事
案
件
、討
論



職

若

員の人事管理・人事評価・
能力向上を問う

自己申告や業務ヒアリング
など総合的に行っている

木田吉信　議員

答

ひ むか－Ｂｉｚの入郷圏域を
含む機能強化策を示せ

１市２町２村で広域化に向け
専門部会を設置し協議中

西村豪武　議員

答

10

ワンマン化された特急列車大盛況のひむか-Ｂｉｚ（日向市産業支援センター）

者
の
人
材
育
成
の
た
め

林
業
大
学
校
の
設
置
・
誘
致
を

答

海
野
誓
生
　
議
員

耳
川
流
域
の
問
題
と
し
て

県
と
連
携
し
研
究
を
推
進

チームワーク活動とリーダー研修

⬅

⬅

11

　
木
田
　
　「
第
２
次
日
向

市
総
合
計
画
」
を
達
成
す

る
た
め
に
は
高
度
の
専
門

性
と
知
識
、
組
織
力
が
求

め
ら
れ
る
。
職
員
の
実
績

に
基
づ
く
人
事
管
理
・
客

観
的
な
評
価
に
つ
い
て
基

本
的
な
考
え
方
を
問
う
。

　
市
長
　
　業
務
の
進
捗
状

況
や
人
員
体
制
の
課
題
把

握
の
た
め
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、
職
員
個
々
か
ら
は

自
己
申
告
書
を
提
出
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
本
人
の

適
正
や
健
康
状
態
、
職
場

環
境
、
異
動
の
希
望
な
ど

を
把
握
し
、
組
織
と
個
人

の
両
面
か
ら
総
合
的
に
勘

案
し
て
、
適
正
な
人
事
管

理
に
努
め
て
い
る
。

　
木
田
　
　人
事
評
価
制
度

で
、
評
価
の
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
、
研
修
受
講
・
資
格

取
得
等
の
評
価
、
ま
た
評

価
結
果
が
人
事
配
置
に
ど

の
よ
う
に
生
か
さ
れ
て
い

る
の
か
。

　
市
長
　
　人
材
育
成
と
組

織
力
の
強
化
を
目
的
に
、

本
年
度
か
ら
人
事
評
価
制

度
を
導
入
し
た
。
評
価

は
、
能
力
と
業
績
評
価
の

二
本
立
て
。
能
力
・
意
欲

の
行
動
状
況
等
で
評
価
を

行
う
。
評
価
者
を
対
象
と

し
た
研
修
で
も
、
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
の
手
法
を
用
い
る

な
ど
、
面
談
ス
キ
ル
の
向

上
に
努
め
て
い
る
。

　
木
田
　
　採
用
か
ら
退
職

ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支

援
、
次
世
代
を
担
う
職
員

の
育
成
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
長
　
　キ
ャ
リ
ア
形
成

は
重
要
で
、
人
事
評
価
に

お
け
る
上
司
と
部
下
の
面

談
な
ど
を
通
し
て
指
導
・

助
言
を
行
う
と
と
も
に
、

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
念
頭
に

置
い
た
人
事
配
置
に
努
め

て
い
る
。
ま
た
「
人
財
育

成
基
本
方
針
」
に
は
「
職

位
に
求
め
ら
れ
る
役
割
と

能
力
」
を
明
記
し
、
職
員

の
主
体
的
な
能
力
向
上
を

促
し
て
い
る
。

　
西
村
　
「
ひ
む
か-

Ｂ
ｉ

ｚ
」
の
入
郷
圏
域
を
含
め

た
機
能
強
化
・
充
実
の
取
り

組
み
等
や
他
町
村
の
負
担

金
へ
の
考
え
方
を
示
せ
。

　
市
長
　
　市
内
外
の
相
談

者
も
当
初
想
定
を
超
す
大

盛
況
で
、
今
後
は
相
談
や

相
談
後
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
調
査
等
の
体
制
充
実
が

必
要
。
「
日
向
・
東
臼
杵

市
町
村
振
興
協
議
会
」
に

「
ひ
む
か-

Ｂ
ｉ
ｚ
」
の
広

域
連
携
化
に
向
け
た
専
門

部
会
を
設
置
し
、
継
続
的

な
協
議
を
行
っ
て
い
る
。

負
担
金
の
問
題
も
喫
緊
の

課
題
だ
。

　
西
村
　
　民
間
活
力
の
導

入
、
職
員
の
意
識
改
革
及

び
人
材
育
成
策
、
事
務
効

率
化
の
た
め
の
部
長
・
課

長
補
佐
職
の
廃
止
な
ど
職

制
の
フ
ラ
ッ
ト
化
、
事
務

分
掌
の
見
直
し
、
グ
ル
ー

プ
制
の
導
入
、
課
長
の
人

事
権
の
充
実
等
に
よ
る

「
大
課
制
」
導
入
な
ど

総
力
戦
的
組
織
改
革
を

問
う
。

　
市
長
　
　人
事
評
価
制
度

の
評
価
結
果
を
人
事
配
置

の
参
考
に
活
用
し
、
特
定

重
要
課
題
へ
は
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
の
設
置
で
対

応
。
繁
忙
期
等
は
「
日
向

市
職
員
応
援
派
遣
制
度
」

を
活
用
し
て
い
る
。
地
域

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
施
策
立

案
能
力
の
向
上
と
コ
ス
ト

意
識
改
革
の
た
め
、
県
研

修
セ
ン
タ
ー
へ
職
員
を
派

遣
。
庁
内
の
「
職
員
施
策

研
究
会
」
で
若
手
職
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い

る
。
今
後
も
効
率
的
な
組
織

機
構
の
構
築
に
努
め
る
。

　
西
村
　
　ア
メ
リ
カ
で
開

発
さ
れ
た
「
ル
シ
ッ
ド
・

パ
イ
プ
・
シ
ス
テ
ム
」
等

を
上
下
水
道
施
設
に
導
入

し
、
財
源
確
保
と
環
境
負

荷
軽
減
に
取
り
組
む
べ
き
。

　
市
長
　
　近
年
、
よ
り
低

コ
ス
ト
・
コ
ン
パ
ク
ト
化

の
実
証
実
験
等
も
行
わ
れ

て
お
り
、
今
後
と
も
情
報

収
集
に
努
め
る
。
提
案
は
参

考
と
し
て
受
け
止
め
た
い
。

評
価
結
果
の
生
か
し
方
は

Ｊ
Ｒ
特
急
ワ
ン
マ
ン
化

　
　
安
全
性
の
確
保
を

奨
学
制
度
の
見
直
し
を

行
政
改
革
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
は
い
か
に

小
水
力
発
電
の
取
り
組
み
を

キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
は

　

海
野
　
　森
林
資
源
が
充

実
し
、
間
伐
や
主
伐
・
再

造
林
等
の
事
業
量
の
増
大

が
見
込
ま
れ
る
中
、
若
者

を
中
心
と
す
る
新
規
就
業

者
の
確
保
及
び
育
成
が

喫
緊
の
課
題
。
林
業
大
学

校
の
設
置
及
び
誘
致
の
考

え
は
。

　
市
長
　
　資
源
循
環
型
林

業
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
は
優
れ
た
担
い
手
の
育

成
・
確
保
が
重
要
。
林
業

大
学
校
の
設
置
等
は
、
耳

川
流
域
全
体
の
問
題
と
し

て
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ

る
。
県
と
連
携
し
、
他
県

の
事
例
等
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
研
究
を
進
め
て
い

き
た
い
。

　
海
野
　
　Ｊ
Ｒ
九
州
は
、

本
年
３
月
４
日
の
ダ
イ
ヤ

改
正
に
合
わ
せ
て
、
大
分

〜
宮
崎
空
港
間
の
４
両
編

成
特
急
列
車
の
上
下
15
本

を
ワ
ン
マ
ン
化
し
た
が
。

　
市
長
　
　
Ｊ
Ｒ
九
州
で
は
、

鉄
道
路
線
網
の
維
持
の
収

支
改
善
の
取
組
み
の
中

で
、
ワ
ン
マ
ン
化
を
順
次

拡
大
し
て
い
る
。
今
回
の

対
象
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
が
危
惧
さ
れ
る
沿

岸
部
の
区
間
。
Ｊ
Ｒ
九
州

は
、
防
犯
カ
メ
ラ
や
非
常

通
報
装
置
等
の
整
備
、
期

間
を
限
定
し
た
乗
務
員
の

配
置
な
ど
安
全
面
に
配
慮

し
た
対
策
を
講
じ
る
と
の

説
明
を
受
け
て
い
る
。

 　
海
野
　
　安
倍
首
相
は
、

「
誰
も
が
希
望
す
れ
ば
大

学
に
も
進
学
で
き
る
環
境

を
整
え
る
た
め
、
奨
学
給

付
の
拡
大
や
給
付
型
奨
学

金
制
度
等
創
設
す
る
」
と

述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
、

本
市
の
育
英
奨
学
金
条
例

を
見
直
し
、
給
付
型
の
導

入
、
成
績
要
件
の
削
除
、

償
還
方
法
・
延
滞
金
等
を

見
直
す
考
え
は
。

　
教
育
長
　
　
本
市
の
育
英

奨
学
金
は
貸
与
型
で
、
原

資
は
２
億
４
千
万
円
。
本

市
の
財
政
状
況
で
は
、
給

付
型
の
導
入
、
成
績
要
件

の
削
除
は
難
し
い
。
ま

た
、
償
還
方
法
や
延
滞
金

等
は
、
今
後
研
究
し
た
い
。

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問



安
心
し
て
働
き
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　社
会
・
政
治
を

東
京
五
輪
の
「
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
」

　
　
　
　
　
登
録
の
取
り
組
み

小
倉
ヶ
浜
の
海
水
浴
客
の

　
　
　
　
　
安
全
対
策
は

先
進
的
な
憲
法
を

　
生
か
す
人
権
行
政
を

世
界
ジ
ュ
ニ
ア

　
　
サ
ー
フ
ィ
ン
大
会

九
州
中
央
自
動
車
道
と

　
　
細
島
港
港
湾
計
画

辺

太

野古の新基地建設など
沖縄に対する認識は

住民の意見に十分に耳を
傾け議論を重ねるべき

荻原紘一　議員

答
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沖縄県南風原町にある「憲法9条の碑」

陽
光
発
電
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
の

ル
ー
ル
作
り
が
必
要

答

松
葉
進
一
　
議
員

公
表
予
定
の
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

動
向
を
注
視
し
検
討
す
る

市
と
し
て
給
食
費
の
無
償
化
を

検
討
し
た
こ
と
は
な
い
の
か

答

日
髙
和
広
　
議
員

多
額
の
財
政
負
担
が
生
じ
る
の
で

引
き
続
き
研
究
し
た
い

お倉ヶ浜海水浴場に建つ「ヒューくんモニュメント」 太陽光発電施設

⬅

⬅

　
荻
原
　
　安
倍
政
権
に
よ

る
辺
野
古
の
新
基
地
建
設

な
ど
沖
縄
に
対
す
る
異
常

な
強
権
は
、
地
方
自
治
と

民
主
主
義
、
県
民
の
尊
厳

を
踏
み
に
じ
る
も
の
で
あ

る
。
「
基
地
負
担
軽
減
」

と
は
正
反
対
で
、
基
地
建

設
強
化
に
よ
っ
て
沖
縄
の

海
兵
隊
基
地
を
世
界
へ
の

「
殴
り
込
み
」
の
一
大
拠
点

と
し
て
強
化
・
固
定
化
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
は
全
国
各

地
の
基
地
強
化
や
日
米
共

同
訓
練
の
強
化
と
一
体
の
も

の
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
　移
転
問
題
に
お

い
て
も
、
国
と
県
と
の
間

で
主
張
に
大
き
な
隔
た
り

が
見
ら
れ
る
な
ど
、
多
く

の
課
題
を
抱
え
る
状
態
が

続
い
て
い
る
。
国
は
、
住

民
の
意
見
に
十
分
に
耳
を

傾
け
、
し
っ
か
り
と
議
論
を

重
ね
る
こ
と
が
重
要
だ
。

　
荻
原
　
　
日
向
市
の
雇
用
・

労
働
の
実
状
、
特
に
誘
致

企
業
に
お
け
る
雇
用
者
数

と
そ
の
内
容（
男
女
別
、

正
規
・
非
正
規
、
賃
金
な

ど
）、問
題
点
・
改
善
点
は
。

13

　
市
長
　
　本
市
誘
致
企
業

22
社
対
象
の
聞
き
取
り
で

は
、
正
規
の
割
合
は
63
・

５
％
。
非
正
規
は
36
・
５

％
で
、
男
女
の
割
合
は
男
性

40
・
２
％
、
女
性
59
・
８
％

と
な
っ
て
い
る
。
安
定
し

た
雇
用
体
系
、
賃
金
水
準

の
確
保
な
ど
が
重
要
だ
。

　　
荻
原
　
　憲
法
は
、
個
人

の
尊
厳
に
か
か
わ
る
第
13

条
、
国
民
の
生
存
権
を
定

め
た
第
25
条
、
「
国
民
の

勤
労
権
」
を
保
障
し
て
い

る
第
27
条
な
ど
、
人
権
問

題
で
も
世
界
で
先
進
的
規

定
を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ

を
市
民
の
暮
ら
し
に
生
か

す
こ
と
が
大
事
で
は
な
い

の
か
。

　
市
長
　
　憲
法
は
、
我
が

国
の
最
高
法
規
で
あ
り
、

法
の
下
の
平
等
、
基
本
的

人
権
の
尊
重
に
基
づ
き
、

市
民
生
活
の
向
上
に
努
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
松
葉
　
　災
害
防
止
や
自

然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
、

野
立
て
の
発
電
施
設
設
置

の
ル
ー
ル
作
り
が
急
務
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
　大
規
模
な
太
陽

光
発
電
施
設
の
設
置
に
は
、

自
然
環
境
や
生
活
環
境
へ

の
影
響
が
全
国
的
に
も
問

題
視
さ
れ
て
い
る
が
、
設

置
を
規
制
で
き
る
法
律
等

が
な
い
た
め
、
設
置
者
に

対
し
て
は
地
域
環
境
へ
の

配
慮
を
促
し
て
い
る
の
が

実
情
。
国
の
「
事
業
計
画

策
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

注
視
し
、
太
陽
光
発
電
な

ど
の
施
設
設
置
の
あ
り
方

を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

　
松
葉
　
　サ
ー
フ
ィ
ン
の

事
前
合
宿
誘
致
に
は
登
録

は
不
可
欠
と
考
え
る
が
、
今

後
の
取
り
組
み
と
課
題
は
。

　
市
長
　
　参
加
選
手
な
ど

が
、
大
会
前
後
に
地
域
住

民
と
交
流
活
動
を
行
う
こ

と
が
条
件
。
事
前
合
宿
だ

け
で
は
認
め
ら
れ
な
い
。

サ
ー
フ
ィ
ン
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
な
ど
を
視
野
に
入
れ

た
合
宿
の
誘
致
を
推
進
し

て
い
る
。
小
学
生
の
相
互

派
遣
に
よ
る
サ
ー
フ
ィ
ン

体
験
や
文
化
交
流
な
ど
、

大
会
前
後
の
交
流
計
画
を

策
定
し
登
録
を
行
い
た
い

と
考
え
る
。
登
録
は
、
相

手
国
・
地
域
と
の
成
約
が

必
要
で
、
事
前
合
宿
以
外

の
交
流
事
業
で
は
相
手
国

と
の
交
渉
を
ど
う
進
め
る

か
が
課
題
。

　
松
葉
　
　遊
泳
エ
リ
ア
で

サ
ー
フ
ァ
ー
の
侵
入
を
規

制
し
安
全
を
確
保
し
て
は

い
る
が
、
一
部
サ
ー
フ
ァ

ー
の
違
反
が
多
く
、
海
水

浴
客
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
が
対
策
は
。

　
市
長
　
　遊
泳
期
間
中
は

遊
泳
エ
リ
ア
に
ブ
イ
を
設

置
し
、
専
用
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
し
て
い
る
。
監
視
員

が
目
視
す
る
と
と
も
に
、

危
険
が
及
ぶ
前
に
注
意
を

呼
び
掛
け
て
い
る
。
今
後

と
も
、
監
視
体
制
の
強
化

を
図
る
な
ど
、
海
水
浴
客

の
安
全
対
策
を
講
じ
て
い

き
た
い
。

　
日
髙
　
　給
食
費
の
無
償

化
、
も
し
く
は
一
部
負
担

は
で
き
な
い
か
。

　
教
育
長
　
　
平
成
25
年
度

に
、
全
額
補
助
が
で
き
な

い
か
検
討
し
た
が
、
試
算

し
た
と
こ
ろ
２
億
５
千
万

円
程
度
が
毎
年
必
要
と
な

っ
た
。
ま
た
、
26
年
度
に

は
４
分
の
１
補
助
が
で
き

な
い
か
試
算
し
た
と
こ

ろ
、
年
間
５
３
０
０
万
円

程
度
が
毎
年
必
要
だ
と
い

う
こ
と
が
判
明
し
た
。
い

ず
れ
に
し
て
も
多
額
の
財

政
負
担
が
生
じ
る
こ
と
か

ら
引
き
続
き
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　
日
髙
　
　大
会
の
成
功
は

も
ち
ろ
ん
、
今
回
の
チ
ャ

ン
ス
を
生
か
し
た
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
の

構
想
は
。

　
部
長
　
　
本
市
の
サ
ー
フ

ィ
ン
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、

観
光
や
食
な
ど
日
向
の
良

さ
を
世
界
や
国
内
に
向
け

て
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
く
の

人
を
呼
び
込
み
た
い
。
ま

た
２
０
２
０
年
の
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
つ
な
が
る
大
会

と
認
識
し
て
お
り
、
各
国

の
選
手
団
に
本
市
を
体
感

し
て
も
ら
い
、
事
前
合
宿
や

ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
登
録
な
ど

に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

　　
日
髙
　
　行
政
だ
け
で
な

く
民
間
を
巻
き
込
ん
だ
、

さ
ら
に
積
極
的
な
要
望
活

動
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
　
「
九
州
中
央
自

動
車
道
建
設
促
進
延
岡
期

成
会
」
や
「
道
づ
く
り
を

考
え
る
日
向
・
門
川
女
性

の
会
」
な
ど
民
間
団
体
と

合
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。

細
島
港
の
整
備
に
つ
い
て

は
県
、
日
向
市
議
会
、
日

向
商
工
会
議
所
と
連
携
し
、

積
極
的
に
要
望
活
動
を
行

っ
て
い
る
が
、
今
後
は
近

隣
市
町
村
や
民
間
と
も
連

携
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

⬅

⬅

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問



法
人
後
見
の
事
業
化
を

職
員
給
与
の
適
正
化
は

給

特

食費や就学援助など
子育て世帯への支援策は

学校給食費の補助など
引き続き研究していく

谷口美春　議員

答
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連日相談者が訪れる「ひむか-Biz」 富島中学校コンピューター室

別
支
援
学
級
な
ど
で
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
計
画
は

答

三
樹
喜
久
代
　
議
員

大
変
有
効
。積
極
的
な
活
用
の

在
り
方
に
つ
い
て
研
究
し
た
い

多
様
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
ウ
ン
を

打
ち
出
し
て
は
い
か
が
か

答

森
腰
英
信
　
議
員

全
国
に
発
信
す
る
た
め
の

具
体
的
施
策
に
取
り
組
み
た
い

入学準備品の一部（制服）

⬅

⬅
15

　
谷
口
　
　子
ど
も
の
貧
困

が
大
き
な
社
会
問
題
と
な

る
中
で
、
本
市
で
も
、
学

校
給
食
費
の
一
部
補
助
を

含
む
助
成
な
ど
を
行
う
考

え
は
な
い
か
。　

　
教
育
長　
　

こ
れ
ま
で
学

校
給
食
費
の
補
助
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を

検
討
し
て
き
た
が
、
多
額

の
財
政
負
担
が
生
じ
る
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
研
究

し
て
い
き
た
い
。

　
谷
口
　
　２
０
１
７
年
度

か
ら
要
保
護
世
帯
に
対
す

る
就
学
援
助
の
う
ち
、
新

入
学
児
童
生
徒
に
対
す
る

入
学
準
備
費
用
の
国
の
補

助
単
価
が
約
２
倍
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
が
、
本
市
の

変
化
は
。

　　
教
育
長　
　

日
向
市
で
も
、

要
保
護
世
帯
に
対
し
て
支

給
さ
れ
る
入
学
準
備
費
用

は
、
国
に
準
じ
て
引
き
上

げ
る
予
定
。
ま
た
、
準
要

保
護
世
帯
へ
の
就
学
援
助

に
つ
い
て
は
、
市
単
独
で

の
財
源
が
必
要
と
な
る
の

で
、
他
市
の
状
況
も
見
な

が
ら
、
今
後
研
究
し
て
い

き
た
い
。

　
谷
口
　
　本
市
で
の
入
学

準
備
費
用
の
支
給
月
の
状

況
は
。

　
教
育
長　
　

現
在
の
制
度

で
は
、
３
月
の
確
定
申
告

を
済
ま
せ
た
後
、
６
月
頃

か
ら
認
定
を
行
い
、
７
月

頃
、
入
学
時
の
準
備
費
用

を
さ
か
の
ぼ
っ
て
給
付
し

て
い
る
。

　
谷
口
　
　市
が
特
別
徴
収

義
務
者
に
送
付
す
る
時
の
、

住
民
税
決
定
通
知
書
へ
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
は

行
う
の
か
。

　
市
長
　
　特
別
徴
収
義
務

者
に
送
付
す
る
「
税
額
決

定
通
知
書
」
へ
の
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
記
載
に
つ
い
て

は
、
１
月
末
ま
で
に
各
事

業
所
か
ら
市
に
提
出
さ
れ

た
「
給
与
支
払
報
告
書
」

へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載

状
況
及
び
他
市
の
状
況
等

を
考
慮
し
、
29
年
度
は
、

税
額
通
知
へ
の
記
載
は
行

わ
な
い
予
定
。

　
森
腰
　
　ワ
ー
ク
ラ
イ
フ

バ
ラ
ン
ス
を
念
頭
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
リ
ラ
ッ
ク
ス
を

打
ち
出
し
て
は
い
か
が
か
。

　
市
長
　
　国
は
「
働
き
方

改
革
」
を
推
進
し
て
い
る

が
、
本
市
に
お
い
て
も
ノ

ー
残
業
デ
ー
や
プ
レ
ミ
ア

ム
フ
ラ
イ
デ
ー
の
取
得
等

を
推
奨
し
、
レ
ジ
ャ
ー
や

文
化
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
リ

ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
き
た

い
。
併
せ
て
現
在
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
「
サ
ー
フ
」
タ
ウ

ン
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
「
ウ
ェ
ル
ネ
ス
」

「
ス
ポ
ー
ツ
」
等
、
リ
ラ

ッ
ク
ス
タ
ウ
ン
日
向
を
全

国
に
発
信
す
る
た
め
の
具
体

的
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。

　
森
腰
　
　「
ひ
む
か-

Ｂ
ｉ

ｚ
」
で
は
市
外
か
ら
の
相

談
も
少
な
か
ら
ず
見
受
け

ら
れ
る
。
広
域
自
治
体
か

ら
の
負
担
も
含
め
て
、
今

後
の
展
開
は
。

　
市
長
　
　現
在
、
１
市
２

町
２
村
で
構
成
す
る
「
日

向
・
東
臼
杵
市
町
村
振
興

協
議
会
」
で
「
ひ
む
か-

Ｂ

ｉ
ｚ
」
広
域
化
に
向
け

て
、
専
門
部
会
を
設
置
し

協
議
を
行
な
っ
て
い
る
。

ま
た
関
係
機
関
や
他
地
域

Ｂ
ｉ
ｚ
と
の
連
携
を
強
化

し
、
相
談
体
制
の
充
実
に

努
め
る
。

　
森
腰
　
　市
内
幼
保
の
現

状
と
、
小
学
校
へ
の
ス
ム

ー
ズ
な
移
行
へ
の
取
組
み

に
つ
い
て
伺
う
。

　
教
育
長
　
　待
機
児
童
は

ゼ
ロ
だ
が
、
希
望
施
設
へ

入
所
で
き
な
い
児
童
は
存

在
す
る
。
小
規
模
保
育
園

の
認
可
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
入
所
児
童
の
推
移
等

を
注
視
し
て
い
く
。
小
学

校
で
の
生
活
に
ス
ム
ー
ズ

に
移
行
で
き
る
よ
う
、
意

図
的
に
ス
タ
ー
ト
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
と
し
て
ま
と
め
た

も
の
を
位
置
付
け
な
が
ら

円
滑
な
移
行
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

　
三
樹
　
　特
別
支
援
学
級

な
ど
で
の
活
用
計
画
を
伺
う
。

　
教
育
長
　
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活

用
す
る
こ
と
は
、
児
童
生

徒
の
可
能
性
を
大
き
く
広

げ
、
個
々
の
能
力
を
高
め

る
上
で
も
大
変
有
効
で
あ

る
。
今
後
と
も
、
積
極
的

な
活
用
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

　
三
樹
　
　授
業
の
理
解
の

た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
導
入
に
重

点
が
置
か
れ
て
い
る
感
が

あ
る
。
情
報
社
会
に
対
応

す
る
面
で
の
取
り
組
み
の

展
開
を
伺
う
。

　
教
育
長
　
　Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器

を
活
用
す
る
た
め
に
、
各

学
校
へ
環
境
整
備
を
行
っ

て
い
る
。
学
習
活
動
の
充

実
を
図
る
こ
と
は
も
と
よ

り
、
情
報
活
用
能
力
を
備

え
て
い
く
た
め
の
学
習
は

さ
ら
に
重
要
と
考
え
る
。

　
三
樹
　
　成
年
後
見
制
度

に
基
づ
く
申
請
は
、
今
後

専
門
職
の
不
足
や
後
見
人

へ
の
報
酬
等
の
負
担
が
予

想
さ
れ
る
。
ま
た
、
市
民

後
見
人
の
育
成
や
不
正
防

止
の
仕
組
み
が
必
要
と
な

る
。
社
会
福
祉
協
議
会

が
、
法
人
と
し
て
成
年
後

見
事
業
に
取
り
組
む
計
画

は
な
い
か
伺
う
。

　
部
長
　
　認
知
症
や
障
が

い
が
あ
る
こ
と
な
ど
で
、

判
断
能
力
が
低
下
し
た
人

の
権
利
擁
護
の
た
め
、
成
年

後
見
制
度
の
活
用
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
法
人
後
見
の
委
託
も
含

め
て
、
障
が
い
者
分
野
と
高

齢
者
分
野
で
連
携
し
て
、
事

業
化
に
向
け
た
検
討
を
行

っ
て
い
き
た
い
。

　
三
樹
　
　本
市
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
、
平
成
28

年
度
「
１
０
０
・
８
」
と

県
内
で
最
も
高
い
指
数
と

な
っ
て
い
る
。
全
国
市
平

均
と
比
較
し
て
ど
う
な
の

か
、
職
員
給
与
は
適
正
と

考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
市
長
　
　全
国
市
平
均
の

指
数
は
「
99
・
１
」
と
な

っ
て
い
る
。
本
市
の
職
員

給
与
の
現
状
に
つ
い
て
適
正

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
に

　
　
つ
い
て
の
対
応
は

広
域
化
を
含
む

企
業
家
支
援
の
充
実

幼
児
教
育
の
強
化
と

　
　
　
　
幼
保
小
連
携

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問



ア

老

ベノミクスの行き詰まりで
市民の暮らしはどうか

地方においては未だに
実感に乏しい

黒木万治　議員

答

地 区担当職員の仕事は
御用聞きか

班長会には同席しない
あくまでもつなぎ役だ

柏田公和　議員

答
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老朽管取替工事の現場つどいの広場事業はヘルシースタート事業へ

朽
化
し
た
管
路
の
更
新
費
用
は

ど
れ
く
ら
い
か

答

近
藤
勝
久
　
議
員

今
後
40
年
間
で
約
85
億
円
を

見
込
ん
で
い
る

年金手帳

⬅

⬅
　
近
藤
　
　日
向
市
の
管
路

（
水
道
管
）
に
お
い
て
、

耐
用
年
数
（
40
年
）
超
の

も
の
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
。
ま
た
、
耐
震
性
が

低
い
と
言
わ
れ
て
い
る
鉛

給
水
管
の
現
状
に
つ
い
て

伺
う
。

　
局
長
　　

耐
用
年
数
超
え

の
管
路
の
延
長
に
つ
い
て

は
、
約
84
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
り
、
老
朽
化
率
は
約

22
％
と
な
っ
て
い
る
。
鉛

製
給
水
管
の
現
状
に
つ
い

て
は
、
毎
年
４
０
０
件
程

度
の
布
設
替
え
を
行
っ
て

い
る
が
、
ま
だ
７
千
件
程

度
の
鉛
製
給
水
管
が
残
っ

て
い
る
。

　
近
藤
　
　今
後
、
簡
易
水

道
事
業
統
合
や
給
水
区
域

の
拡
大
に
よ
っ
て
、
利
用

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
や

維
持
管
理
部
門
の
広
域
化

が
課
題
に
な
る
。
今
の
人

員
で
対
応
で
き
る
の
か
。

　
局
長
　
　技
術
者
や
営
業

係
の
職
員
も
不
足
す
る
が
、

増
や
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
今
後
、
安
定
し
た
経

営
を
図
る
た
め
に
、
徴
収

率
の
向
上
を
考
え
、
料
金

徴
収
窓
口
の
民
間
委
託
を

検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
近
藤
　
　指
定
管
理
者
制

度
が
導
入
さ
れ
、
10
年
が

経
過
し
た
。
選
定
方
法

で
、
公
募
と
非
公
募
が
あ

る
が
そ
の
考
え
方
に
つ
い

て
伺
う
。

　
部
長
　
　
選
定
す
る
際
は
、

原
則
公
募
と
し
て
い
る
が
、

当
該
施
設
の
性
格
や
目
的

等
に
よ
り
公
募
す
る
こ
と

に
適
さ
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
な
ど
は
、
非
公
募

に
よ
り
選
定
で
き
る
と
し

て
い
る
。
直
近
の
選
定
状

況
で
は
、
公
募
22
施
設
、

非
公
募
13
施
設
で
あ
る
。
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黒
木
　
　ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

が
貧
困
と
格
差
を
一
層
拡

大
し
、
社
会
と
経
済
の
危

機
を
さ
ら
に
深
刻
化
さ
せ

て
い
る
。
超
富
裕
層
が
ま

す
ま
す
富
み
、
国
民
全
体

の
所
得
が
低
下
す
る
中

で
、
中
間
層
が
疲
弊
し
、

働
き
な
が
ら
も
生
活
保
護

水
準
以
下
の
収
入
し
か
な

い
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
世
帯

が
増
え
て
い
る
。
こ
れ
が

今
日
の
日
本
社
会
で
は
な
い

か
。
ど
う
い
う
認
識
か
。

　
市
長
　
　年
収
２
０
０
万

円
以
下
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ

ア
世
帯
や
非
正
規
労
働

者
、
生
活
保
護
受
給
者
が

増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
が
安
定
し
な
い
若
者

が
未
来
に
希
望
を
持
て

ず
、
未
婚
化
、
少
子
化
の

要
因
と
な
り
、
人
口
減
少

に
拍
車
を
か
け
て
い
る
状

況
に
あ
る
。
国
は
一
億
総

活
躍
社
会
の
実
現
、
経
済

再
生
、
働
き
方
改
革
の
推

進
に
予
算
を
重
点
配
分
し

て
い
る
が
、
抜
本
的
な
経

済
対
策
に
取
り
組
ん
で
も

ら
い
た
い
。

　　
黒
木
　
　税
金
は
「
能
力

に
応
じ
て
負
担
す
る
公
正
、

公
平
な
税
制
」
に
し
、
予

算
は
「
社
会
保
障
、
若

者
、
子
育
て
中
心
」
に
す

べ
き
。
ま
た
、
社
会
保
障

費
自
然
増
削
減
は
将
来
不

安
を
増
大
さ
せ
、
貧
困
層

が
増
え
続
け
る
中
で
、
こ

の
層
に
増
税
を
求
め
る
の

は
も
は
や
限
界
を
超
え
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
　先
行
き
不
透
明

な
社
会
情
勢
の
中
、
年
々

増
大
す
る
社
会
保
障
費
な

ど
の
財
政
需
要
に
対
応
し

て
い
く
た
め
に
は
、
安
定

し
た
財
源
確
保
が
重
要
で

あ
り
、
税
制
の
果
た
す
役

割
は
重
要
と
認
識
し
て
い

る
。
特
に
税
制
改
革
に
つ

い
て
は
慎
重
な
対
応
が
求

め
ら
れ
る
。
国
に
お
い
て

は
、
公
平
な
課
税
の
手
法

や
そ
の
使
途
に
国
民
の
理

解
が
得
ら
れ
る
よ
う
議
論
を

展
開
し
て
も
ら
い
た
い
。

　
柏
田
　
　こ
の
制
度
を
始

め
よ
う
と
し
た
と
き
に
、

区
長
公
民
館
長
連
合
会
か

ら
の
要
望
等
が
あ
っ
た
の

か
。
職
員
が
御
用
聞
き
に

な
る
こ
と
に
は
疑
問
、
不

安
が
あ
る
が
。

　
市
長
　
　
座
談
会
等
で
市

民
や
区
の
役
員
か
ら
、

「
行
政
へ
の
要
望
な
ど
の

手
続
き
が
分
ら
な
い
」
等

の
意
見
が
あ
り
、
ま
た
議

会
で
も
同
様
の
議
論
が
あ

っ
た
こ
と
な
ど
を
踏
ま

え
、
区
長
さ
ん
た
ち
が
動

き
や
す
い
体
制
と
い
う
こ

と
で
提
案
し
た
。
区
の
会

議
に
は
入
ら
な
い
。
あ
く

ま
で
つ
な
ぎ
役
と
考
え
て

い
る
。

　
柏
田
　
　医
師
会
と
の
連

携
が
ま
す
ま
す
必
要
に
な

っ
て
く
る
が
、
こ
の
事
業

を
始
め
る
に
あ
た
り
、
医

師
会
の
反
応
は
ど
う
で
あ

っ
た
か
。

　
部
長
　
　事
業
を
始
め
る

に
あ
た
り
、
先
進
地
大
分

方
式
を
研
究
し
た
。
大
分

は
医
師
が
充
実
し
て
い
る

が
、
本
市
は
産
科
医
、
小

児
科
医
が
少
な
い
。
本
市

独
自
の
ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー

ト
事
業
に
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
の
か
、
庁

内
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
関
係
各
課
で
問
題
点

を
洗
い
出
し
、
縦
割
り
行

政
の
課
題
を
解
消
す
る
た

め
に
ス
タ
ー
ト
し
た
ば
か

り
だ
。

　
柏
田
　
　日
向
市
に
住
ん

で
よ
か
っ
た
と
思
え
る
よ

う
な
重
要
な
施
策
で
あ
れ

ば
、
子
育
て
支
援
の
先
進

地
か
ら
ヘ
ッ
ド
ハ
ン
テ
ィ

ン
グ
し
て
で
も
最
初
の
形
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
市
長
　
　人
と
な
り
を
し

っ
か
り
と
見
極
め
な
い
と

い
け
な
い
。
嘱
託
職
員
も

募
集
し
た
の
で
そ
の
一
部

と
し
て
捉
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
こ
の
事
業
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

税
金
の
集
め
方

　
　
使
い
方
の
改
革

ヘ
ル
シ
ー
ス
タ
ー
ト

　
医
師
会
と
の
連
携
は

先
進
地
か
ら
の
ヘ
ッ
ド

　
　
ハ
ン
テ
ィ
ン
グ
は

今
の
人
員
体
制
で
の

　
　
　
　
　
　
対
応
は

指
定
管
理
者
選
定
で

　
　
公
募
と
非
公
募
は

い
っ
ぱ
ん
質
問

い
っ
ぱ
ん
質
問



富

日

高小学校校舎に
ＣＬＴの活用を

総合的に検討していきたい

岩切　裕　議員

答

空
き
部
屋
の
活
用
を
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ＣＬＴの製造現場（岡山県真庭市）

向
へ
べ
す
の
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た
め

認
証
取
得
を

答

友
石
　
司
　
議
員

機
能
性
表
示
食
品
制
度
の

優
位
性
は
認
識
し
て
い
る

塩見地区のへべす畑

⬅

⬅

　
岩
切
　
　Ｃ
Ｌ
Ｔ
（
直
交

集
成
板
）
の
活
用
を
。
杉

素
材
生
産
日
本
一
の
県

の
、
そ
の
中
核
を
担
う
森

林
資
源
を
後
背
に
持
つ
市

と
し
て
、
モ
デ
ル
的
に
も

富
高
小
学
校
建
設
に
、
ま

た
細
島
小
学
校
整
備
に
用

い
る
べ
き
だ
と
思
う
が
い

か
が
。

　
市
長
　
　本
県
で
は
活
用

事
例
が
少
な
く
、
木
材
産

業
の
振
興
を
図
る
た
め
、

県
自
ら
が
防
災
拠
点
庁
舎

へ
の
利
用
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
聞
く
。
本
市
も
一

昨
年
加
盟
し
た
「
Ｃ
Ｌ
Ｔ

で
地
方
創
生
を
実
現
す
る

首
長
連
合
」
の
中
で
情
報

収
集
を
行
う
な
ど
研
究
を

進
め
た
い
。
富
高
小
学
校

管
理
棟
の
建
て
替
え
に
つ

い
て
は
、
平
成
29
年
度
に

行
う
実
施
設
計
の
中
で
Ｃ

Ｌ
Ｔ
の
活
用
も
含
め
、
総

合
的
に
検
討
し
た
い
。

　
岩
切
　
　新
年
度
の
実
施

設
計
、
地
質
調
査
が
予
定

さ
れ
て
い
る
富
高
小
学
校

管
理
棟
の
建
設
に
、
Ｐ
Ｆ

Ｉ
手
法
の
導
入
を
最
優
先

に
検
討
す
べ
き
だ
と
思
う

が
い
か
が
か
。
ま
た
、
細

島
小
学
校
の
整
備
に
つ
い
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て
も
同
様
だ
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
　平
成
29
年
度
か

ら
着
手
す
る
富
高
小
学
校

に
つ
い
て
は
、
危
険
校
舎

を
対
象
に
し
た
改
築
事
業

で
あ
る
の
で
こ
の
手
法
は

な
じ
ま
な
い
。
細
島
小
学

校
に
つ
い
て
は
、
周
辺
施

設
と
の
複
合
施
設
と
し
て

整
備
す
る
場
合
に
は
、
Ｐ

Ｐ
Ｐ
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
も
手
法
の

一
つ
と
し
て
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
岩
切
　
　市
有
林
の
杉
材

を
使
う
新
庁
舎
完
成
に
合

わ
せ
て
開
催
し
た
い
と
の
答

弁
が
あ
る
。
確
認
し
た
い
。

　
市
長
　
　耳
川
流
域
の
杉

を
全
国
に
情
報
発
信
し
、

資
源
循
環
型
林
業
シ
ス
テ

ム
の
構
築
に
向
け
、
多
様

な
連
携
の
可
能
性
を
考
察

で
き
る
絶
好
の
機
会
な
の

で
、
開
催
時
期
は
関
係
機
関

と
調
整
し
て
い
き
た
い
。

　
友
石
　
　
政
府
の
調
査
で
、

健
康
へ
の
関
心
、
ま
た
食

品
の
機
能
性
を
重
視
す
る

人
が
増
え
て
き
て
い
る
。

へ
べ
す
の
生
産
量
の
少
な

さ
が
希
少
性
と
認
識
さ

れ
、
価
格
が
上
が
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
る
。
機
能
性

表
示
食
品
制
度
を
活
用
し

て
、
日
向
市
独
自
で
へ
べ

す
の
機
能
性
と
希
少
性
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
た
め
、
認

証
を
取
得
す
る
考
え
は
な

い
か
伺
う
。

　
市
長
　
　へ
べ
す
の
新
た

な
成
分
分
析
に
つ
い
て
調

査
研
究
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
、
新
た
な

分
野
に
お
け
る
商
品
開
発

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
関

係
機
関
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

　
友
石
　
　へ
べ
す
の
苗
木

生
産
は
現
在
福
岡
県
の
田

主
丸
町
で
行
わ
れ
て
い

る
。
地
域
の
特
産
と
し
て

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
す

る
た
め
に
、
へ
べ
す
の
苗

木
生
産
を
日
向
で
行
う
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

　
市
長
　
　へ
べ
す
の
苗
木

生
産
は
、
へ
べ
す
の
発
祥

の
地
日
向
と
し
て
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
る
た
め
に
、

今
後
そ
の
可
能
性
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
協
議
し
て
い
き
た
い
。

　
友
石
　
　出
初
式
で
１
５

０
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
行
い
、
現
状
を
分
析

し
、
検
討
し
て
み
た
。
新

入
団
員
に
対
し
て
市
税
・

保
育
料
の
減
額
や
給
食
費

無
料
化
な
ど
の
支
援
は
で

き
な
い
か
。
団
員
の
確
保

に
よ
り
長
期
在
籍
者
が
減

る
こ
と
で
退
職
金
も
減
り
、

コ
ス
ト
面
で
も
メ
リ
ッ
ト
が

大
き
い
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
市
長
　
　各
種
税
金
な
ど

の
優
遇
措
置
等
は
、
各
所

管
の
事
情
や
公
平
性
な
ど

の
諸
問
題
を
考
慮
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

３
月
定
例
会
の
最
終

日
、
議
会
基
本
条
例
を
委

員
会
提
出
議
案
と
し
て
上

程
、
全
員
一
致
で
可
決

し
、
４
月
１
日
か
ら
施
行

し
ま
し
た
。

　

議
会
基

本
条
例
と

は
、
議
会

の
憲
法
と

も
言
わ
れ
、

議
会
運
営

の
基
本
原

則
を
定
め
る
も
の
で
、
議

会
を
こ
の
よ
う
な
基
本
的

な
考
え
方
、
方
法
で
運
営

し
ま
す
と
い
う
、
議
会
か

ら
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
約

束
で
も
あ
り
ま
す
。

　

上
の
文
章
は
、
そ
の
議

会
基
本
条
例
の
前
文
で

す
。
こ
こ
に
、
こ
の
条
例

制
定
に
か
け
る
議
員
の
思

い
を
率
直
に
柔
ら
か
く
言

葉
に
し
ま
し
た
。

　

日
向
市
議
会
基
本
条
例

は
、
特
別
委
員
会
を
設
置

し
て
６
年
間
、
途
中
改
選

も
挟
ん
で
、
議
会
改
革
の

あ
り
方
に
つ
い
て
総
合
的

に
検
討
、
議
論
を
重
ね
、

そ
の
一
つ
の
大
き
な
区
切
り

と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
は
全
28
条
か
ら
な

り
ま
す
。
一
番
の
特
徴
は
、

こ
れ
ま
で
議
論
し
て
き
た

議
会
の
あ
り
方
、
理
念
等

の
合
意
事

項
と
、
そ

れ
ら
を
実

現
す
る
た

め
既
に
実

行
し
て
い

る
こ
と
を
、

将
来
へ
の
約
束
と
し
て
条

文
化
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

未
だ
実
行
で
き
て
い
な
い

こ
と
は
、
今
後
協
議
を
行

い
、
ま
と
ま
れ
ば
そ
の
都

度
条
文
に
加
え
て
い
く
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
体
の
条
文
構

成
も
、
ま
ず
理
念
、
活
動

原
則
等
を
第
１
、
第
２
章

で
示
し
、
次
に
対
市
長
、

対
市
民
と
の
基
本
的
な
あ

り
方
、
関
係
性
を
第
３
、

第
４
章
で
述
べ
、
第
５
章

で
議
会
の
さ
ら
な
る
機
能

強
化
の
た
め
、
積
極
的
な

研
修
の
実
施
、
専
門
的
知

識
の
活
用
、
議
員
間
討
議

に
よ
る
合
意
形
成
の
努
力

な
ど
議
会
改
革
の
取
り
組

み
を
具
体
的
に
明
記
し
て

締
め
く
く
っ
て
い
ま
す
。

　

条
文
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
お
読
み
下
さ
い
。

⬅

⬅

議
会
基
本
条
例
制
定

富
高
小
学
校
建
設
に

Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
の
導
入
を

消
防
団
加
入
促
進
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て

杉
サ
ミ
ッ
ト
の
開
催
を

苗
木
の
生
産

　私たち日向市議会は、市民に誓います。
　同じく市民によって選ばれた市長と対等な関係で
あるという責任と自覚の下、市民の声を大切にする
ことを基本とし、市民に開かれた議会を構築します。
　そして、市民に分かりやすく透明性の高い議会、
常に市民の視点で考え行動する議会、市民から信頼
され期待される議会を目指します。
　私たちは、これらの誓いを胸に、福祉の向上を図
るため、刻々と変化する社会情勢に応じて不断の改
革を推し進めながら、全力で市民の負託に応えるこ
とを約束し、ここに、日向市議会の最高規範として
「日向市議会基本条例」を制定します。

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
議
会
の
約
束

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
議
会
の
約
束

『
議
会
基
本
条
例
』制
定

『
議
会
基
本
条
例
』制
定

い
っ
ぱ
ん
質
問



総
合
防
災
対
策
特
別
委
員
会

〇
岩
手
県　

陸
前
高
田
市

　

震
災
後
の
防
災
対
策

議
会
広
報
特
別
委
員
会

〇
佐
賀
県　

嬉
野
市

　

議
会
だ
よ
り
の
編
集

議
会
改
革
特
別
委
員
会

〇
滋
賀
県　

大
津
市

　

議
会
基
本
条
例

議
会
運
営
委
員
会 

〇
兵
庫
県　

宝
塚
市

　

議
会
運
営
・
議
会
改
革

　

報
告
後
の
質
疑
に
対
し
て

は
、
施
策
推
進
の
考
え
方
や

財
源
確
保
に
つ
い
て
補
足
説

明
も
あ
り
ま
し
た
。　

　

当
日
、
参
加
者
に
配
布
し

た
ス
ラ
イ
ド
資
料
は
、
日
向

市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
行
政
視

察
の
報
告
会
を
３
月
24
日

に
開
き
、
議
員
だ
け
で
な

く
職
員
、
区
長
さ
ん
に
も

参
加
い
た
だ
き
、
約
３
時

間
、
７
つ
の
報
告
を
行
い

ま
し
た
。
行
政
視
察
と
は
、

委
員
会
（
常
任
委
員
会
、

特
別
委
員
会
）
が
行
う
他

自
治
体
の
視
察
の
こ
と
を

言
い
ま
す
。
先
進
自
治

体
、
議
会
か
ら
さ
ま
ざ
ま

な
取
り
組
み
を
学
び
、
一

般
質
問
な
ど
を
通
し
て
市

政
に
、
あ
る
い
は
議
会
改

革
に
生
か
す
こ
と
が
目
的

で
す
。
他
自
治
体
の
政
策

現
場
を
訪
ね
、
担
当
職
員

か
ら
話
を
聞
き
、
ま
た
意

見
交
換
を
行
う
こ
と
は
、

市
政
を
見
る
目
を
養
う
と

い
う
点
で
も
極
め
て
大
切

な
機
会
で
す
。
３
つ
の
各

常
任
委
員
会
は
毎
年
度
、
４
つ

あ
る
特
別
委
員
会
は
２
年
に

１
度
視
察
で
き
る
こ
と
に
な

っ
て
い
て
、
報
告
書
の
提
出

が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
報
告
の
概
要
は
次
の

通
り
で
す
。

総
務
政
策
委
員
会

〇
三
重
県　

松
阪
市

　

地
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

〇
愛
知
県　

安
城
市

　

会
議
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

文
教
福
祉
環
境
委
員
会 

〇
大
阪
府　

箕
面
市

 　

障
が
い
者
就
労
支
援

〇
滋
賀
県　

草
津
市

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
取
り
組
み

産
業
建
設
水
道
委
員
会

〇
静
岡
県　

沼
津
市

　

み
な
と
オ
ア
シ
ス
沼
津

〇
静
岡
県　

藤
枝
市

   

農
商
工
連
携
・
６
次
産
業

　

化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
　
　

会
だ
よ
り
を
音
訳
・
点
訳
で

　

今
回
号
か
ら
「
音
訳
・
点
訳
ひ
ゅ
う
が
『
虹
の
会
』
」
の

協
力
で
、
議
会
だ
よ
り
も
音
声
で
聞
い
た
り
、
点
字
で
読
ん

だ
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
議
会
の
動
き
を
よ
り
多

く
の
市
民
に
知
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
議
会
と
し
て
の
大

き
な
役
目
で
す
。
市
立
図
書
館
や
、
障
が
い
者
セ
ン
タ
ー

（
あ
い
と
ぴ
あ
）
で
利
用
で
き
ま
す
。
議
会
に
対
す
る
ご
意

見
な
ど
、
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ー
パ
ー
公
務
員
木
村
氏
熱
く
語
る

　

地
域
づ
く
り
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
、
東
京
農
業
大
学
教
授
の

木
村
俊
昭
氏
を
講
師
に
、
日
向
市
・
東
臼
杵
郡
町
村
議
会
議

長
連
絡
会
の
議
員
研
修
会
が
去
る
１
月
30
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
午
前
中
に
職
員
を
、
午
後
は
入
郷
を
含
む

議
員
を
対
象
に
、「
地
域
の
基
幹
産
業
が
活
性
化
す
る
施
策

を
展
開
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
」
こ
と
が
熱
く
語
ら
れ
ま

し
た
。 議ス

印
刷
／
有
限
会
社
　
第
一
印
刷

今月の表紙

先
進
地
の
事
例
を

市
政
に
生
か
し
ま
す

　
　

行
政
視
察
報
告
会
を

　
　
　
　
　
　
　

開
催
し
ま
し
た

　「健康まつり」の人気コーナーの
一つ、日向市・東臼杵郡歯科医師会
による子どもたち対象のフッ素塗布
サービス。保護者に抱かれた幼児や
小学生が緊張した面持ちで、口を
「あ～ん」。衛生士さんに塗っても
らっていました。

　　　　　新年度がスタートして１ヶ月
　　　　が経ちました。新しい環境での
　　　　生活にも慣れ、皆さんお元気に
過ごされていることと思います。さて、
私たちの議会広報活動も３年目となりま
した。今後も、皆さんにより分かりやす
い議会だよりを作っていけるよう努力し
ていきます。

編 集
後 記

行
政
視
察
報
告
会
そ
の
他

　日向の“未来
„
が見える

　議会傍聴にお越しください
　６月定例会は ６月２日（金）開会予定です
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